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『東
撰
和
歌
六
帖
』
考

―
―
出
典

・
他
出
と
歌
題
を
め
ぐ
っ
て
―
―

は

じ

め

に

建
長
四
年

（
一
二
五
二
）
四
月
、
宗
尊
親
王
が
第
六
代
将
軍
と
し
て
鎌
倉
幕

府
に
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
宗
尊
親
王
の
和
歌
師
範
と
し
て
、
真
観
が
た
び
た
び

鎌
倉
に
下
向
し
、
ま
た
、
そ
の
他
に
も
大
勢
の
京
都
の
歌
人
が
こ
の
地
に
や
っ

て
き
た
。
将
軍
家
を
中
心
と
し
て
和
歌
会
が
催
さ
れ
、
宇
都
宮
歌
壇
に
お
い
て

も

「新
和
歌
集
』
が
撰
集
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
時
代
、
関
東
歌
壇
は
そ
れ
ま
で

に
な
い
隆
盛
を
み
せ
て
い
た
。
「東
撰
和
歌
六
帖
」
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
お

い
て
、
幕
府
の
御
家
人
で
あ
っ
た
後
藤
基
政
に
よ
り
、
撰
集
さ
れ
た
と
み
ら
れ

て
い
る
。

『東
撰
和
歌
六
帖
』
の
、
全
六
帖
を
有
す
る
完
本
は
現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

現
存
す
る
諸
本
は
、
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本

・
彰
考
館
本

・
続
群
書
類
従
本

な
ど
、
歌
題
目
録
と
第

一
帖
春
部
の
一
帖
分
の
み
完
存
し
、
三

一
九
首
収
め
る

系
統
の
本
と
、
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
本
の
、
抜
粋
本
な
が
ら
第

一
帖

か
ら
第
四
帖
の
途
中
ま
で
伝
え
、
四
九

一
首
収
め
る
系
統
の
本
と
に
わ
か
れ
る
。

両
系
統
の
重
出
歌
を
除
い
た
総
歌
数
は
七
三
六
首
。
成
立
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ロ妻

鏡
』
弘
長
元
年
七
月
二
二
日
条
の

「今
日
、
関
東
近
古
詠
可
撰
進
之
由
、
被
仰

中

村

友

美

壱
岐
前
司
基
政
」
の
記
事
か
ら
弘
長
元
年

（
〓

〓
ハ
こ

七
月
～
文
永
二
年

（
一

二
六
五
）
九
月
と
み
る
説
と
、
作
者
の
位
署
な
ど
か
ら
正
嘉
二
年

（
〓

一五
八
）

七
月
～
正
元
元
年

（
一
二
五
九
）
九
月
と
み
る
説
と
が
あ
夕
¨

『東
撰
和
歌
六
帖
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
成
立
時
期
の
問
題
や
、
実

朝
や
宗
尊
親
王
な
ど
の
新
出
歌
を
多
く
合
む
と
い
っ
た
視
点
以
外
で
論
じ
ら
れ

（３
）

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
出
典

。
他
出
な
ど
の
影
響
関
係
と
、
歌

題
と
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
特
に
歌
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
代
の
ひ
と
つ
の

流
行
で
あ
っ
た
、
六
帖
題
和
歌
と
い
う
流
れ
の
中
で
捉
え
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
位
置
に
あ
る
の
か
明
ら
か
に
し
た
い
。

一

は
じ
め
に
、
「東
撰
和
歌
六
帖
」
の
入
集
歌
人
と
、
そ
の
歌
数
を
確
認
し
て
お

く
。
総
数

一
四
六
名

（完
本
系
第

一
帖
で
九
八
名
）
の
歌
人
名
が
み
ら
れ
、　
一

〇
首
以
上
入
集
す
る
歌
人
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

宗
尊
親
王
　
一二
九
首

（二
〇
首
）
　
　
源
実
朝
　
　
一二
八
首

（二
〇
首
）

北
条
重
時
　
一
〓
ハ
首

（
一
四
首
）
　
　
源
親
行
　
　
一
二
ハ
首

　

（七
首
）

真
昭
法
師
　
一
一五
首

（
一
一
首
）
　
　
北
条
政
村
　
一
一五
首

　

（九
首
）



○ 一 二 三 二 五 六 九
首 首 首 首 首 首 首 首

素
遅
法
師
　
一
〓
一首

　

（九
首
）
　
　
行
念
法
師

円
勇
法
師
　
一
九
首

　

（八
首
）
　
　
藤
原
基
綱

源
光
行
　
　
一
六
首

　

（五
首
）
　
　
北
条
長
時

権
律
師
公
朝

一
四
首

　

（六
首
）
　
　
蓮
生
法
師

浄
意
法
師
　
一
〓
一首

　

（五
首
）
　

一尚
階
家
仲

二
条
教
定
　
一
一
一首

　

（八
首
）
　
　
笠
間
時
朝

北
条
泰
時
　
一
一
首

　

（四
首
）
　
　
藤
原
能
清

房
円
法
師
　
一
〇
首

　

（五
首
）
　
　
西
円
法
師

※

（　
）
は
完
本
系
第
一
帖
の
歌
数

入
集
歌
数
の
最
も
多
い
の
は
、
撰
集
を
下
命
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
宗
尊
親

王
で
あ
る
。
実
朝
が
そ
れ
に
続
き
、
北
条
重
時

。
政
村

。
長
時

・
泰
時
な
ど
と

い
っ
た
幕
府
執
権
の
入
集
が
多
く
、
源
光
行

・
親
行
ま
た
西
円
な
ど
と
い
っ
た

源
氏
物
語
の
研
究
に
従
事
し
た
古
典
学
者
の
詠
も
多
く
入
集
す
る
。
万
葉
集
研

究
で
知
ら
れ
る
仙
覚
も
六
首
入
集
す
る
。
全
体
に
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』
の
撰
集

当
時
の
関
東
歌
壇
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
歌
人
の
詠
が
多
い
が
、
現
存
者
に

限
る
わ
け
で
は
な
く
、
実
朝
や
行
念
と
い
っ
た
、
既
に
没
し
て
い
る
前
代
歌
人

も
入
集
さ
せ
て
い
る
。
真
観
撰

「現
存
和
歌
六
帖
』
が
、
当
時

「現
存
」
の
歌

人
の
詠
を
集
め
、
故
人
を
含
ま
な
い
の
に
対
し
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』
の
場
合
、

物
故
者
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
広
く
関
東
に
縁
の
あ
る
歌
人
の
詠
を
集
め
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
撰
者
で
あ
る
基
政
自
身
の
詠
は
、
八
首
入
集
し
て
い
る
。

二

『東
撰
和
歌
六
帖
」
は
、
完
本
が
伝
存
す
れ
ば
、
関
東
歌
人
の
詠
を
集
め
た

撰
集
と
し
て
は
、
最
大
規
模
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
関

東
歌
壇
最
大
の
撰
集
は
、　
一
体
、
ど
の
よ
う
に
流
布
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

ひ
と
ま
ず
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』
に
収
め
ら
れ
る
歌
が
、
勅
撰
集
に
ど
の
程
度
入

集
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
く
。
表
に
は
、
完
本
系
第

一
帖
と
、
抜
粋
本

（完
本
系
第

一
帖
と
の
重
出
歌
を
除
く
）
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勅
撰
集
へ
の
入

集
状
況
を
示
し
た
。

【勅
撰
集
へ
の
入
集
状
況
表
】

抜
粋
本

第

一
帖

続
古
今

続
拾
遺

○
新
後
撰

玉
　
葉

○
続
千
載

○ ○
続
後
拾

風
　
雅

七 計

「続
後
撰
集
』
以
前
の
勅
撰
集
と
の
共
通
歌
は
み
ら
れ
な
い
。
実
朝
や
行
念

な
ど
は

『新
勅
撰
集
」
か
ら
勅
撰
集
に
入
集
す
る
歌
人
だ
が
、
先
行
の
勅
撰
集

に
入
集
す
る
歌
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
「続
古
今
集
』
以
降
の
勅
撰
集
に

も
、
完
本
系
第

一
帖
と
抜
粋
本
と
を
あ
わ
せ
て
も
、　
三
二
首
入
集
す
る
の
み
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
二
首
は
実
朝
の
詠
で
あ
る
。

①
青
柳
の
糸
よ
り
つ
た
ふ
白
露
を
玉
と
見
る
ま
で
春
雨
ぞ
ふ
る

（完
本
系
第

一
帖

・
春
部

・
春
雨

・
一
三
二
。
実
朝
）

②
お
の
が
つ
ま
こ
ひ
わ
び
に
け
り
春
の
野
に
あ
さ
る
き
ざ
す
の
あ
さ
な
あ
さ

な
鳴
く
　
　
　
　
　
（完
本
系
第

一
帖

・
春
部

・
雉

・
二
六
四

。
実
朝
）

一
首
目
は
、
「続
拾
遺
集
』
（春
歌
上

。
四
二
）
に
、
詞
書
を

「雨
中
柳
と
い

へ
る
心
を
」
と
し
て
入
集
す
る
。
こ
の
歌
は
、
「金
椀
和
歌
集
』
（四

一
）
に
も

詞
書
を

「雨
中
柳
」
と
し
て
み
え
て
い
る
。
「春
雨
」
の
題
に
収
め
る

「東
撰
和

歌
六
帖
』
か
ら
で
は
な
く
、
「金
椀
和
歌
集
』
を
資
料
と
し
て
撰
歌
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
二
首
目
は
、
「玉
葉
集
」
（春
歌
上

。
一
一
三
）
に
入
集
す
る
が
、

こ
れ
も

『金
枕
和
歌
集
」
■

〇
七
）
に
も
み
ら
れ
、
そ
ち
ら
か
ら
撰
歌
し
た
と

（
一
〇
首
）

（七
首
）

（五
首
）

（八
首
）

（五
首
）

（四
首
）

（四
首
）

（三
首
）



考
え
ら
れ
る
。

宗
尊
親
王
や
実
朝
、
北
条
政
村
、
蓮
生

（宇
都
宮
頼
綱
）
な
ど
、
「東
撰
和
歌

六
帖
』
は
、
勅
撰
集
に
多
数
入
集
す
る
歌
人
の
詠
を
多
く
収
め
て
は
い
る
が
、

勅
撰
集
の
撰
集
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
形
跡
は
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

「続
拾
遺
集
』
へ
の
入
集
歌
数
が
、
①
の
実
朝
の
一
首
を
除
い
て
も
、
抜
粋
本

で
三
首
で
あ
り
、
多
少
目
を
引
く
。
「続
拾
遺
集
』
の
撰
者
で
あ
る
藤
原
為
氏
は
、

蓮
生
を
外
祖
父
と
し
、
「新
和
歌
集
』
の
成
立
に
関
与
し
た
か
と
も
み
ら
れ
て
い

る
人
物
で
あ
る
。
関
東
歌
壇
と
の
関
わ
り
が
深
い
撰
者
が
、
あ
る
い
は
、
「東
撰

和
歌
六
帖
」
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

三

『東
撰
和
歌
六
帖
』
に
収
め
ら
れ
る
歌
は
、
他
の
資
料
に
見
出
せ
る
も
の
が

少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
歌
に
つ
い
て
出
典
な
ど
は
明
ら
か
に
し
難
い
。
「東
撰
和

歌
六
帖
」
の
撰
集
以
前
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
家
集
な
ど
で
、
共
通

歌
が
み
ら
れ
る
も
の
を
以
下
に
示
す
。

「金
椀
和
歌
集
』
（実
朝
）
　

一
一
一
首

（三
八
首
）

『信
生
法
師
集
』
（信
生
）
　
　
一
一首

　

（八
首
）

『寂
身
法
師
集
』
（寂
身
）
　
　
一
一首

　

（五
首
）

『珍
誉
集
」
（珍
誉
）
　
　
　
　
一
首

　

（二
首
）

「百
詠
和
歌
』
（光
行
）
　
　
　
一
首

（
一
六
首
）

※

〈　
）
の
歌
数
は
各
歌
人
の

「東
撰
和
歌
六
帖
」
へ
の
入
集
歌
数

ど
の
歌
人
に
つ
い
て
も
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』
へ
の
入
集
歌
数
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
集
に
み
ら
れ
る
歌
数
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら

の
歌
人
に
つ
い
て
、
一東
撰
和
歌
六
帖
』
の
撰
集
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
は
、

現
在
残
さ
れ
て
い
る
家
集
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
「新
和
歌
集
し
な
ど
に
重
出
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
詞
書
か
ら
出

典
が
知
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
「け
ぶ
り
た
つ
む
ろ
の
八
島
の
ち
か
け
れ
ば
わ
が

住
む
か
た
や
霞
み
そ
む
ら
む
」
「
東
撰
和
歌
六
帖
』
完
本
系
第

一
帖

・
春
部

。

霞

・
二
〇

・
時
朝
）
の
歌
は
、
「新
和
歌
集
』
（巻
第

一
。
春
歌

・
五
）
に
も
、

「右
大
弁
光
俊
朝
臣
鶴
岳
社
に
て
講
じ
侍
り
け
る
十
首
歌
に
」
と
い
う
詞
書
を

付
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「山
彦
の
声
も
か
は
ら
ず
時
鳥
い
づ
れ
の
か
た
を
わ

き
て
詠
め
ん
」
「
東
撰
和
歌
六
帖
」
抜
粋
本
第
二
帖
・
夏
部
・
郭
公
。
一
〇
九
・

清
定
）
の
歌
も
ま
た
、
「新
和
歌
集
』
（巻
第
二
・
夏
歌
・
一
〇
九
）
に
、
「宇
都

宮
神
宮
寺
二
十
首
歌
に
」
と
い
う
詞
書
を
付
し
て
収
め
ら
れ
る
。
「光
俊
講
師
鶴

岳
社
十
首
」
や

「宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首
」
は
、
「新
和
歌
集
』
の
詞
書
中
に
数

多
く
み
ら
れ
、
「新
和
歌
集
』
の
撰
集
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「新

和
歌
集
」
と
同
様
に
、
『東
撰
和
歌
六
帖
』
で
も
資
料
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
「東
撰
和
歌
六
帖
」
と

「新
和
歌
集
」
と
の
間
に
は
共
通
歌
が

一
六
首
み

ら
れ
、
両
者
が
同
じ
よ
う
な
資
料
を
用
い
て
撲
歌
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
「ち
り
残
る
こ
ず
ゑ
の
花
を
な
が
む
れ
ば
春
の
日
数
も
す
く
な
か
り
け

り
」
翁
東
撰
和
歌
六
帖
』
完
本
系
第

一
帖

・
春
部

。
暮
春

・
三
〇

一
。
時
朝
）

の
歌
は
、
「新
和
歌
集
』
（巻
第

一
。
春
歌

・
八
三
）
に

「九
条
内
大
臣
家
へ
三

百
六
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
中
に
」、
「時
朝
集
』
公
一四
）
に

コ
示
極
中
納
言

家
へ
千
首
歌
を
進
じ
け
る
春
歌
の
中
に
」
と
い
う
詞
書
を
付
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

収
め
ら
れ
て
い
る
。
「新
和
歌
集
』
と

『時
朝
集
」
と
で
詞
書
が
異
な
る
が
、
こ

れ
は
、
同
じ
歌
を
九
条
内
大
臣

（基
家
）
と
、
京
極
中
納
言

（定
家
）
と
へ
進

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
定
家
の
生
前
に
は
詠
し
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

「東
撰
和
歌
六
帖
』
は
、
詞
書
を
付
さ
ず
、
他
出
資
料
が
極
端
に
少
な
い
こ

と
か
ら
、
歌

一
首

一
首
の
詠
作
事
情
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
後
代
の



撰
集
と
の
間
に
共
通
歌
が
少
な
い
と
い
う
の
は
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』
が
、
あ
ま

り
流
布
し
な
か
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
「東
撰
和
歌
六
帖
」
は
、
先
行
の
勅
撰
集
と
の
共
通
歌
を
全
く
合
ま
ず
、

同
時
期
の
撰
集
と
み
ら
れ
る

「新
和
歌
集
』
を
除
い
て
は
、
他
の
先
行
の
撰
集

と
の
共
通
歌
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「東
撰
和
歌
六
帖
』
が
、
勅

撲
集
な
ど
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
独
自
の
撰
集
を
め
ざ
し
た
こ
と
が
、
こ
う

し
た
結
果
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
六
帖
題
和
歌
と
い
う

流
れ
の
中
に
お
い
て
も
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』
の
独
自
性
が
み
ら
れ
る
歌
題
に
つ

い
て
、
次
節
よ
り
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

四

寛
元
二
年

（
一
二
四
四
）、
藤
原
為
家
・衣
笠
家
良
上
ハ
条
知
家
・藤
原
信
実
・

真
観
の
五
名
が

『古
今
和
歌
六
帖
』
の
歌
題
を
各
題

一
首
ず
つ
詠
し
、
合
点
し

あ
っ
た
。
こ
の

『新
撲
六
帖
題
和
歌
』
で
の
詠
作
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
六
帖

題
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
建
長
元
年

（
一
二
四
九
）
以
降
に
は
、
真
観
が

『現

存
和
歌
六
帖
」
を
撰
集
し
た
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
各
歌
人
の
家
集
や
勅
撰
集
、

私
撰
集
の
詞
書
な
ど
か
ら
、
こ
の
時
期
の
歌
人
に
六
帖
題
に
よ
る
詠
作
の
多
か

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『東
撰
和
歌
六
帖
』
も
、
こ
う
し
た
六
帖
題

の
流
行
を
受
け
て
撰
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
歌
題
構
成
は
、

「古
今
和
歌
六
帖
」
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

「古
今
和
歌
六
帖
」
は
、
歳
時

・
天
象

・
地
儀

。
人
事

・
動
植
物
の
分
類
の

も
と
、
第

一
帖
に
春

・
夏

・
秋

。
冬

・
天
、
第
二
帖
に
山

・
田

・
野

・
都

・
田

合

・
宅

。
人

・
仏
事
、
第
二
帖
に
水
、
第
四
帖
に
恋

・
祝

。
別
、
第
五
帖
に
雑

思

・
服
飾

。
色

・
錦
綾
、
第
六
帖
に
草

。
虫

・
木

。
鳥
の
項
目
を
掲
げ
、
各
項

目
ご
と
に
細
分
化
し
た
題
を
計
五

一
七
題
た
て
る
。
「新
撰
六
帖
題
和
歌
』
や
「現

存
和
歌
六
帖
』
で
も
、
歌
題
に
つ
い
て
は

「古
今
和
歌
六
帖
」
と
同
じ
構
成
が

と
ら
れ
、
多
少
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
五
〇
〇
題
以
上
有
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』
で
は
、
全
六
帖
で
は
あ
る
が
、
第

一
帖
に
春

三
〇
題
、
第
二
帖
に
夏
二
〇
題
、
第
二
帖
に
秋
三
〇
題
、
第
四
帖
に
冬
二
〇
題
、

第
五
帖
に
恋
三
〇
題
、
第
六
帖
に
雑
七
〇
題
を
あ
て
た
、
計
二
〇
〇
題
と
い
う

構
成
で
あ
る
。
こ
う
し
た

『東
撰
和
歌
六
帖
』
の
歌
題
構
成
の
特
異
性
に
つ
い

て
は
、
早
く
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
。
だ
が
現
在
で
も
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』
が
「新

撰
六
帖
題
和
歌
』
や

『現
存
和
歌
六
帖
』
の
流
れ
を
汲
む
、
六
帖
題
形
式
の
類

題
集
で
あ
る
と
い
う
見
方
が

一
般
的
で
あ
る
。

「東
撰
和
歌
六
帖
」
と
い
う
書
名
や
、
全
六
帖
と
い
う
点
か
ら
、
『古
今
和
歌

六
帖
』
を
強
く
意
識
し
た
撰
集
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
整
然
と
し
た
、
六
帖
題
と
は
異
な
り
な
が
ら
独
自
の
構
成
を
持
つ
歌
題
が
、

は
た
し
て
六
帖
題
の
み
に
依
拠
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

「東
撰
和
歌
六
帖
」
の
歌
題
が
、
ど
の
程
度
六
帖
題
と
共
通
し
て
い
る
の
か
、

ま
ず
確
認
し
て
お
く
。
Λ
表

一
》
に
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』
の
歌
題
と
、
そ
れ
に

相
当
す
る
六
帖
題
と
を

一
覧
に
し
て
示
し
た
。
表
か
ら
、
四
季
題
と
雑
題
と
で

多
く
の
歌
題
が
、
六
帖
題
と

一
致
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
例
え

ば
春
部
の
歌
題
で
、
「立
春
」
は
、
六
帖
題
に
お
い
て
も
第

一
帖
の
巻
頭
に
配
さ

れ
て
い
る
歌
題
で
あ
り
、
「子
日
」
「若
菜
」
「残
雪
」
も
共
に
第

一
帖
の
「歳
時
・

春
」
の
項
目
に
み
ら
れ
る
歌
題
だ
が
、
「霞
」
「春
月
」
は
、
六
帖
題
で
は
第

一

帖
の

「天
」
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
歌
題
で
あ
る
。
以
下
、
「鴬
」
「喚
子

鳥
」
は
第
六
帖
の

「鳥
」
の
項
目
に
、
「梅
」
「柳
」
「早
蕨
」
「桜
」
「桃
」
「邸

燭
」
「藤
」
は
第
六
帖
の

「木
」
の
項
目
に
、
「雉
」
は
第
二
帖
の

「野
」
の
項

目
に
、
「菫
菜
」
「杜
若
」
「款
冬
」
は
第
六
帖
の

「草
」
の
項
目
に
、
「蛙
」
は

第
二
帖
の

「水
」
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
六
帖
題
で
は
、



第
六
帖
の

「鳥
」
の
項
目
に

「う
ぐ
ひ
す
」
「よ
ぶ
こ
ど
り
」
「か
り
」
「し
ぎ
」

な
ど
を
分
類
す
る

一
方
、
同
じ
く
鳥
で
あ
っ
て
も

「き
じ
」
「う
づ
ら
」
な
ど
は

第
二
帖
の

「野
」
の
項
目
に
、
「う
」
「ち
ど
り
」
「み
づ
と
り
」
な
ど
は
第
二
帖

の

「水
」
の
項
目
に
分
類
す
る
な
ど
、
歌
題
の
分
類
意
識
が
独
特
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』
の
歌
題
の
多
く
が
六
帖
題
と

一
致
す
る
と

は
い
え
、
六
帖
題
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
に
分
散
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「早
春
」
「余
寒
」
「春
曙
」
「春
駒
」
雲
云
雀
」
「苗
代
」
な
ど
は
、
「新
撰
六
帖

題
和
歌
」
で
追
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
歌
題
を
考
慮
し
て
も
、
六
帖
題
に
は
み

ら
れ
な
い
歌
題
で
あ
る
。
「東
撰
和
歌
六
帖
」
が
、
六
帖
題
の
み
に
依
拠
し
て
歌

題
を
設
定
し
た
と
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
に
ま
た
が
る
五
〇
〇
題
以
上
の

歌
題
を
取
捨
選
択
し
て
再
分
類
し
、
さ
ら
に
新
た
な
題
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
六
帖
題
に
合
ま
れ
な
い
歌
題
の
多
く
は
、
先
行
の
組
題
百

首
の
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
む
し
ろ
、
六
帖
題
と
共
通
す
る
歌
題
に
つ
い

て
も
、
原
則
的
に
は
、
百
首
歌
な
ど
の
組
題
の
方
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Λ
表
二
Ｖ
に

「東
撰
和
歌
六
帖
』
の
四
季
題
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る

「堀
河

百
首
』
の
歌
題
と
を
示
し
た
。
歌
題
の
前
に
付
し
た
数
字
は
、
堀
河
題
で
の
配

列
の
順
序
を
示
す
。
堀
河
題
の
四
季
七
〇
題
の
う
ち
、
夏
部
の

「蓮
」
「泉
」
の

二
題
の
み
除
い
た
六
八
題
が
、
す
べ
て

『東
撰
和
歌
六
帖
』
の
四
季
題
の
中
に

採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『東
撰
和
歌
六
帖
』
の
四
季
題
が
、

堀
河
題
を
基
本
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
堀

河
題
は
、
六
帖
題
な
ど
の
影
響
も
受
け
な
が
ら
設
定
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い

る
。

「東
撰
和
歌
六
帖
』
の
歌
題
が
、
六
帖
題
に
多
く

一
致
す
る
の
は
、
六
帖

題
に
影
響
を
受
け
た
歌
題
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
直
接
的
に
、

六
帖
題
に
依
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

歌
題
配
列
に
つ
い
て
も
、
天
象

・
植
物

・
動
物

・
行
事
題
を
、
時
節
の
推
移

に
よ
っ
て
並
べ
る
堀
河
題
の
配
列
に
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、
倣
っ
て
い
る
。

堀
河
題
と
、
『東
撰
和
歌
六
帖
」
と
の
歌
題
配
列
に
、
異
同
が
あ
る
箇
所
と
し
て

は
、
ま
ず
、
堀
河
題
で
は

「立
春
」
に
つ
づ
く
二
番
目
の
歌
題
で
あ
る

「子
日
」

が
、
五
番
目
に
置
か
れ
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「子
日
」
は
、
「東
撰
和
歌
六
帖
』

で
は
、
「立
春
」
「早
春
」
「霞
」
「鴬
」
の
後
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
「子
日
」
の

後
に
は

「若
菜
」
が
続
く
。
勅
撰
集
な
ど
の
主
題
配
列
を
み
て
も
、
堀
河
題
の

よ
う
に
い
早
春
の
景
物
と
し
て
、
「子
日
」
が

「霞
」
な
ど
よ
り
も
前
に
置
か
れ

た
例
は
少
な
い
。
ま
た
、
「若
菜
」
と
並
べ
て
配
列
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
の

で
、
配
列
を
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
堀
河
題
を
原
則
と
し
な
が
ら
、
勅
撰
集

な
ど
の
配
列
を
考
慮
し
、
配
列
の
修
正
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『堀
河
百
首
』
以
外
で
は
、
《
表
二
》
に
あ
わ
せ
て
示
し
た
が
、
春
部
で
は

「余
寒
」
「春
曙
」
「雲
雀
」
「桃
」
「雉
」
「蛙
」
「邸
岡
」
な
ど
、
『永
久
百
首
』

や
コ
ハ
百
番
歌
合
』
の
歌
題
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『堀
河
百
首
』
。

『永
久
百
首
』
。
『六
百
番
歌
合
』
の
い
ず
れ
に
も
み
ら
れ
な
い
歌
題
は
、
「早

春
」
「春
月
」
「暮
春
」
「神
祭
」
「夏
月
」
「納
涼
」
「初
秋
」
「浅
茅
」
「鴨
頭
草
」

「冬
月
」
の
一
〇
題
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「春
月
」
「夏
月
」
「冬
月
」
の
三
題

は
、
『新
古
今
集
』
の
頃
か
ら
確
立
し
て
き
た
歌
題
で
あ
り
、
『宝
治
百
首
』
の

組
題
に
立
て
ら
れ
て
以
来
、
以
降
の
応
制
百
首
に
も
み
ら
れ
る
。

「納
涼
」
も

ま
た
、
『弘
長
百
首
』
以
降
の
応
制
百
首
に
み
ら
れ
る
。
」ヽ
れ
ら
の
歌
題
と
共
に
、

『永
久
百
首
』
や

翌
ハ
百
番
歌
合
』
の
歌
題
で
あ
る

「夏
草
」
「夕
立
」
「秋
夕
」

「落
葉
」
な
ど
も
、
『宝
治
百
首
』
以
降
の
応
制
百
首
に
繰
り
返
し
み
ら
れ
、
中

世
的
な
歌
題
と
考
え
ら
れ
初
に

ま
た
、
こ
う
し
た
歌
題
は
、
『東
撰
和
歌
六
帖
』

の
撰
集
を
下
命
し
た
と
さ
れ
る
、
宗
尊
親
王
の
百
首
歌
な
ど
に
も
数
多
く
み
ら

れ
る
。



初 恋

忍 恋

見 恋

尋 恋

祈 恋

不遇 恋

恋

遇 恋

後朝 恋

増 変

切 恋

頭 恋

片恋 四恋 。か た こひ

変 恋

稀 恋

l恋

熙 恋 四恋 。う らみ

絶 恋

旧恋

暁 恋

朝 恋

昼 恋

夕

天 一天 。あ まの は ら

日

月 一大・はるの月
～ゆあ、やみ

星 一 天・ ほ し

風 一天・はるのかぜ

～ざg、 のかぜ
雪
〓

一天・ くも

雨 一 天 。あ め

煙

二山・ そ ま

岡 二山・ をか

野 二野・はるのの

～ざ
=、

のの

原 二111・ はら

杜

三 7k。 み づ

三水・ さ は

池 三水 。い け

滝 三水・ た き

河 三 末 ・ か は

湖

海

澤 三水 。み な と

江 三水・ え

都 二部・ みや こ

村

二田舎・

`、

るさ と

山 :

田 :

路 二 山 。み ち

関

橋 三水・はし

草 六草・はるの草
～ざ

`、

の草

木 六 木・ き

竹 六 末 。た け

鳥

獣

魚 三水 。いを

三水 。あま

四視 。いは ひ

別 離 四別 。わか れ

旅

眺

夢 四恋 。ゆめ

無 常

玉 五服飾・ た ま

鏡 五 月

錦 ・ にし

糸 五 3 陵 。い と

衣 五服飾・ ころも

布 百 錦 飾 ぬ の

枕 五 く ら

延 二字・ む しろ

笛 五 |

琴 五 月晨飾 。こと

墨

筆

五 服飾 。た ち

弓 五 服飾・ ゆ み

舟 三水・
=、

ね

筏

物 名

社 二山・ や しろ

神 祇

寺 二仏事 。て ら

釈 教

※『古今和歌六帖』の歌題で,「一歳時」は

「第一帖歳時部」であることを示す

※ 〔 〕は『新撰六帖題和歌』で追加された

歌題を示す



≪表―≫ 東撰和歌六帖題と六帖題との比較

立 春 一 歳時・ は るたつ 日

早 春

霞 一 天・ か すみ

鷲 六 鳥 ・ う ぐひす

子 日 一 荒 時・ ね の び

若 菜 一 歳 時 。わ か な

余寒

残 雪 一 歳時 。の こ りの ゆ き

梅 六 本・ む め

春 月 一 天・ は るの 月

春 曙

帰 雁 六・かへるかり1

春 雨 〔―・はるさめ〕

柳 六木・ や な ぎ

早 蕨 六草 。わ らび

春 駒

雲 雀

桜 六木 。さくら

桃 六木・ もも

喚 千 鳥 六鳥・ よぶ こど ″

ntE 二野 。き じ

菫 菜 六 草 。すみれ

苗 代

杜 若 六 草・ か きつ ばた

款 冬 六 草・ 山ぶ き

蛙 ―フK・ かはづ

瑯 濁 六 木 。つ つ じ

藤 六木・ふ じ

暮 春
一歳時 。はるのはて

更 衣 一歳時 。ころもがえ

神 祭 一 歳 時 。神 ま つ り

ツΠ花 一歳 時・ うの はな

葵 六草・ ああ、ひ

耶 公 六鳥・ ほ とと ざす

慮 橘 六本 。た ち花

早 苗

菖 蒲 一歳時 。あや め草

五 月雨 一 。さみだれ

照 射 二野・ともし
鵜 三水・

奴 遣 火

夏 草 六 草・ 夏の草

理 寿 六 草 。なで しこ

夏 月 一 天・ 戸 の 日

夕 立 一 大・ ゆ方、だ ち

蛍 六 虫 。ほた

氷 室

納 涼

月 祓 一 歳 時 。な ご しのは らへ

立 秋 一 歳 時・ あ きたつ 日

初 秋 一歳 時 。はつ あ き

七 一 歳 時 。たなばた

荻

萩 六 草 。秋 は ぎ

女郎花 く阜・をみなえ

薄 六草・ す す き

Xll宣 六軍 。か るか や

浅 茅 草ヽ・ あ さぢ

蘭 1ヽ吾・ らに

鴨頭草 草ヽ 。つ き軍

種 六草 。あ さが ほ

秋 夕 ―・ 秋 の 夕 ]

露 一天 。つ ゆ

虫 六 虫・ む し

鹿

雁 六鳥 。かり

月 一 歳 時・ 秋 の 月

駒 迎 一 蔵 時・ こ ま ひ き

野 分

壽 衣 五 服飾 。ころ もうつ

霧 一 天 。き り

稲 妻 一天 。いなづ ま

秋 田 二田・あきのた

鴫 く鳥・ しぎ

鶉 二 野・ うづ ら

菊 六草・ き く

紅 葉 六 木 。もみ ぢ

暮秋
一 歳 時 。あ きのはて

九 月尽

冬 二 0題

初 冬 一 蔵 時 。は つ あ、ゆ

時 南 一 天 。し ぐれ

落葉

霜 一 天 。しも

枯 野

寒 顧

冬 月 |の 月

千 鳥 三水・ )ど り
水 鳥 三水 。みづ と り

氷 一天 。こほ り

網 代 三水 。あ じろ

霰 一天 。あ られ

霙

鷹 狩 二野 。大たかがり
こたかがり

一大・ゆき

神楽 一 歳 時・ か ぐ ら

炭 竃 二 山 。すみが ま

一歳時 。としのくれ



≪表二≫ 四季部歌題一覧

7秋 1・ 立 秋

初 秋

七 タ 2・ 七 タ

荻 8・ 荻

萩 3 ・ 尋天

女郎花

薄

メ‖モ罫

浅 茅

蘭 7・ 蘭

鴨頭草

桂 13・ 種

秋 夕 7・ 秋 夕

露 ll。 1露

虫 17・ 虫

10・ 麗

9・ 雁

15・ 月

駒 迎 14・ 駒迎

野 分

播 衣

霧

稲 彗 10。 稲 妻 3・ 稲妻

秋 田 8・ 秋田

鴫

鶉

菊 18・ 菊

紅 葉

15。 暮秋

初 冬 1・ 初 冬

時 雨 2・ 時雨

落 葉 4・ 洛葉 l。 落葉

霜

枯 ] 3・ 枯 ]

7・ 千鳥

水鳥 9・ 水鳥

氷 8・ 氷

llB代 10。 網代

破 4・ 霞

雲 1・ 霙 4 。1電

鷹 狩 12・ 鷹 狩

一
ヨ 5。 雪

神 楽 H・ 神 楽

炭 竃 13・ 炭竃

埋 火 14・ 埋 火

仏 名 10・ 仏名

歳 暮



こ
の
他
、
「早
春
」
や
「暮
春
」
な
ど
は
、
特
に
目
新
し
い
歌
題
で
は
な
い
が
、

類
似
の
歌
題
で
あ
る
、
「立
春
」
や

「二
月
尽
」
と
並
ん
で
設
題
さ
れ
て
い
る
点

が
留
意
さ
れ
る
。
組
題
で
は
、
ど
ち
ら
か
の
歌
題
の
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も

『和
漢
朗
詠
集
』
に
み
え
る
題
で
あ
り
、
『和
漢
朗

詠
集
』
で
も

『東
撰
和
歌
六
帖
』
と
同
様
に
、
「立
春
」
や

「二
月
尽
」
と
並
ん

で
い
る
。

【和
漢
朗
詠
集
。春
部
】

立
春
　
目
圏
一　
春
興
　
春
夜
　
子
日
付
若
菜
　
一二

月
二
日
　
園
日
一　
∃
「
倒
ヽ
　
間
二
月
　
鴬
　
霞
　
雨
　
梅
付
紅
梅
　
柳

花
付
落
花
　
邸
岡
　
藤
　
款
冬

『東
撰
和
歌
六
帖
』
の
四
季
題
は
、
ま
ず
、
堀
河
題
を
原
則
に
据
え
、
『永
久

百
首
』
や

『六
百
番
歌
合
』
の
歌
題
、
さ
ら
に
は
中
世
の
応
制
百
首
な
ど
に
み

ら
れ
る
歌
題
を
加
え
、
構
成
を
整
え
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

恋
題
に
つ
い
て
は
、
四
季
題
に
比
べ
、
歌
題
の
定
着
が
遅
れ
た
と
言
わ
れ
て

お
り
、

『堀
河
百
首
』
で
も
、　
一
〇
題
が
立
て
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
、
そ
の
後
細
分
化
が
進
み
、
『六
百
番
歌
合
』
で
は
、
五
〇
題
と
い
う
大
規
模

な
恋
題
が
設
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
『六
百
番
歌
合
』
の
恋
題
は
、
前
半
二
五
題

が

「―
恋
」
の
題
で
、
恋
の
進
行

。
時
間

・
場
所
な
ど
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
、

後
半
二
五
題
が

「寄
―
恋
」
の
寄
物
題
と
な
る
。
『東
撰
和
歌
六
帖
』
の
恋
三
〇

題
は
、
こ
の

『六
百
番
歌
合
』
の
恋
題
の
前
半
部
を
も
と
に
構
成
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。
《
表
三
Ｖ
に
は
、
『東
撰
和
歌
六
帖
』
の
恋
題
と
、
そ
れ
に
対
応
す

る

『六
百
番
歌
合
』
の
恋
題
と
を
示
し
た
。

『六
百
番
歌
合
』
の
前
半
二
五
題
の
う
ち
、
『東
撰
和
歌
六
帖
』
で
除
か
れ
る

の
は

「老
恋
」
「幼
恋
」
の
二
題
の
み
で
あ
る
。
配
列
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ

コ
ハ

百
番
歌
合
』
に
一
致
し
、
ま
ず
、
恋
の
進
行
に
よ
っ
て

「初
恋
」
か
ら

「旧
恋
」

ま
で
を
配
列
し
、
末
尾
に
、
「暁
恋
」
か
ら

「夜
恋
」
と
い
う
時
間
に
よ
る
恋
の

歌
題
を
、
ひ
と
ま
と
ま
り
に
配
列
す
る
。
大
き
な
異
同
と
し
て
は
、
『六
百
番
歌

合
』
で
は
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
、
「遠
恋
」
「近
恋
」
「旅
恋
」
の
場
所
な
ど
を

示
す
恋
の
三
題
が
、
「顕
恋
」
と

「片
恋
」
と
の
間
と
い
う
、
恋
の
進
行
に
よ
っ

≪表三≫ 恋部歌題一覧

東撰六帖 堀河百首 六百番歌合

恋三〇題 恋一〇題 恋五〇題

初恋 1・ 初恋 1・ 初恋

忍 恋 2・ 忍 恋

聞 恋 3・ 聞恋

見恋 4・ 見恋

尋 恋 5。 尋 恋

祈 恋 6・ 祈恋

不遇恋 3・ 不遇恋

契 恋 7・ 契恋

頼 恋

待恋 8・ 待恋

遇 恋 9・ 遇 恋

後朝恋 5。 後朝恋

増 恋

切 恋

顕 恋 11・ 顕恋

旅 恋 7・ 旅 恋 25・ 旅恋

遠 恋 23・ 遠恋

近恋 24・ 近恋

片恋 9・ 片恋

変恋

稀恋 12・ 稀恋

別恋 10。 別恋

怨恋 10・ 恨 14・ 怨恋

絶 恋 13・ 絶恋

旧恋 15・ 旧恋

暁恋 16・ 暁恋

朝 恋 17・ 朝恋

昼 恋 18・ 昼恋

夕 恋 19・ 夕恋

夜 恋 20・ 夜恋



て
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
こ
の
三
題
を
、
恋
の
進
行
過
程
の
な
か
で
そ
の
様
相
を
あ
ら
わ
す
歌
題
と

し
て
捉
え
直
し
、
配
列
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『六
百
番
歌
合
』
の
歌
題
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
し
て
は
、
「不
遇
恋
」
「頼

恋
」
「後
朝
恋
」
「増
恋
」
「切
恋
」
「片
恋
」
「変
恋
」
の
七
題
が
あ
る
が
、
「不

遇
恋
」
「後
朝
恋
」
「片
恋
」
の
三
題
は
、
堀
河
題
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
三
題
以

外
で
は
、
「増
恋
」
が
、
元
仁
二
年

（
一
二
二
五
）
の

『基
家
家
三
十
首
』
、
「変

恋
」
が
、
建
保
五
年

（
一
二
一
七
）
の

『四
十
番
歌
合
』
で
出
題
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「切
恋
」
は
、
家
隆
の
家
集

『壬
二
集
』
に
収
め
ら
れ
る
、

「家
百
首
」
の
歌
題
の
な
か
に
確
認
で
き
る
。

恋
題
に
つ
い
て
も
四
季
題
と
同
様
に
、
ま
ず

『六
百
番
歌
合
」
を
原
則
に
据

え
、
堀
河
題
な
ど
か
ら
歌
題
を
補
い
、
そ
の
一
方
で
、
新
し
い
歌
題
を
採
り
込

ん
で
、
構
成
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

雑
題
に
つ
い
て
は
、
《
表

一
Ｖ
に
示
し
た
よ
う
に
、
七
〇
題
と
い
う
膨
大
な

数
を
有
し
、
そ
の
う
ち
五
四
題
ま
で
が
六
帖
題
に
一
致
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ

も
ま
た
、
「天

。
日

・
月

ｏ
星

・
風

・
雲

・
雨

・
火

。
煙

・
山

。
柚

。
岡

・
野
・

原

・
社
…
…
」
と
い
う
配
列
か
ら
す
れ
ば
、
六
帖
題
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
と
い

う
よ
り
は
、
類
書
や
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
歌
学
書
な
ど
の
分
類
項
目
の
影
響

を
受
け
、
修
正
を
加
え
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
参
考
に
『八

（・４
）

雲
御
抄
』
巻
三
枝
葉
部
の
天
象
部
の
項
目
を
あ
げ
て
お
く
。

【八
雲
御
抄

。
天
象
部
】

天

日

月

星

風

嵐

雨

雲

霞

霧

露

霜

雪

霰

煙

雷

晴

「霞
」
以
下

「霰
」
ま
で
は
、
既
に
、
『東
撰
和
歌
六
帖
」
の
四
季
題
に
歌
題

と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
項
目
を
除
い
て
い
け
ば
、
両
者
が

か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
歌
学
書
類
の
項
目

に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
『東
撰
和
歌
六
帖
』
の
雑
題
と
し
て
は
、
「山
家
」
「田

家
」
「眺
望
」
「述
懐
」
「懐
旧
」
「無
常
」
「物
名
」
「神
祗
」
「釈
教
」
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
六
帖
題
の
中
に
も
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
堀
河
題

や
応
制
百
首
な
ど
の
組
題
で
は
、
雑
部
の
歌
題
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
ら
を
採
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『東
撰
和
歌
六
帖
』
と
い
う
書
名
は
、
『古
今
和
歌
六
帖
』
に
つ
な
が
る
撰
集

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
歌
題
配
列
は
、
『古
今

和
歌
六
帖
』
そ
の
も
の
に
の
み
倣
っ
た
の
で
は
な
い
。
直
接
に
は
、
四
季
題
は
、

組
題
の
典
型
と
さ
れ
る
堀
河
題
に
依
り
、
『永
久
百
首
』
。
「六
百
番
歌
合
』
な

ど
の
歌
題
で
補
い
、
恋
題
は
、
非
常
に
細
分
化
さ
れ
た
恋
題
を
持
つ

『六
百
番

歌
合
』
に
依
っ
て
い
る
。
雑
題
は
、
歌
学
書
な
ど
の
分
類
項
目
の
影
響
を
受
け
、

膨
大
な
数
の
歌
題
を
立
て
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
、
中
世
和
歌
に
お
い
て

確
立
し
て
い
っ
た
歌
題
を
も
積
極
的
に
採
り
込
ん
で
、
整
然
と
し
た
四
季
・恋
。

雑
の
部
類
を
持
つ
、
一
一〇
〇
題
と
い
う
歌
題
が
立
て
ら
れ
た
。
『東
撰
和
歌
六
帖
』

の
歌
題
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
堀
河
題
や
、
他
の
組
題
な
ど
の
修
正
を
受
け

な
が
ら
つ
く
り
出
さ
れ
た
、
新
し
い

「六
帖
題
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

お

わ

り

に

『東
撰
和
歌
六
帖
』
の
、
出
典

・
他
出
な
ど
を
可
能
な
範
囲
で
示
し
、
歌
題

に
つ
い
て
、
六
帖
題
と
共
に
、
先
行
す
る
組
題
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
て
き
た
。

「新
撰
六
帖
題
和
歌
」
を
主
催
し
た
藤
原
為
家
や
、
『現
存
和
歌
六
帖
』
を
撰

集
し
た
真
観
は
、
両
者
と
も
関
東
歌
壇
と
の
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
。
彼
ら
が

六
帖
題
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
歌
題
の
豊
富
さ
、
お
も
し
ろ

さ
か
ら
で
あ
り
、
新
し
さ
を
求
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
際
そ
れ
ら



の
撰
集
に
は
、
上
代
を
指
向
し
、
新
奇
さ
を
狙

っ
た
歌
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
「東
撰
和
歌
六
帖
」
に
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
平
明
な
歌
を
多
く
収
め
て
い
る
。
今
回
、
主
に
歌
題
に
つ

い
て
考
察
し
、
和
歌
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
今

後
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

圧̈（１
）

濱
日
博
章
氏

「鎌
倉
歌
壇
の
歴
史
と
業
績
」
負
甲
南
大
学
文
学
論
集
』
一　
昭
和

二
九
年

一
月
）
な
ど
。

（２
）

石
田
吉
貞
氏

「字
都
宮
歌
壇
と
そ
の
性
格
」、
「鎌
倉
文
学
圏
」
∩
国
語
と
国
文
学
』

昭
和
三
二
年
二
月
、
昭
和
二
九
年

一
〇
月
。
「新
古
今
世
界
と
中
世
文
学
』
北
沢
図
書

出
版
　
昭
和
四
七
年

一
一
月
所
収
）。
樋
日
芳
麻
呂
氏

「宗
尊
親
王
初
学
期
の
和
歌

―
―
東
撰
和
歌
六
帖
所
載
歌
を
中
心
に
―
―
」
（
国
語
国
文
学
報
』
第
二
二
集
　
昭

和
四
四
年
二
月
）
な
ど
。
中
川
博
夫
氏

「
「東
撲
和
歌
六
帖
」
成
立
時
期
小
考
」
■
中

世
の
文
学
」
附
録

一
四
　
平
成
元
年
六
月
）
で
は
、
「新
和
歌
集
』
と
の
関
係
か
ら
成

立
の
上
限
を
正
嘉
元
年

一
一
月
と
す
る
。

（３
）

実
朝
の
新
出
歌
を
多
く
収
載
す
る
点
で
は
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で

も
、
大
井
善
壽
氏

「
『東
撰
和
歌
六
帖
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
の
吟
味
か
ら
」
■
日
本

音
典
文
学
の
諸
相
』
勉
誠
社
　
平
成
九
年

一
月
）
に
お
い
て

『金
椀
和
歌
集
』
諸
本

の
本
文
と
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（４
）

佐
藤
恒
雄
氏

「新
撰
六
帖
題
和
歌
の
成
立
に
つ
い
て
」
■
香
川
大
学
教
育
学
部
研

究
報
告
』
第
四
九
号
　
昭
和
五
五
年
二
月
）。
宗
尊
親
王
や
後
嵯
峨
院
に
も
、
六
帖
題

に
よ
る
大
規
模
な
詠
作
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
小
川
剛
生
氏

「宗
尊
親

王
和
歌
の
一
特
質
―
―

「六
帖
題
和
歌
」
の
漢
詩
文
摂
取
を
め
ぐ
っ
て
１
１
」
官
和

歌
文
学
研
究
』
第
六
八
号
　
平
成
六
年
五
月
）、
池
尾
和
也
氏

「
ヨ
ハ
帖
題
和
歌
」
の

周
辺

（中
）
―
―

「後
嵯
峨
院
六
帖
題
三
百
首
」
に
つ
い
て
―
―
」
「
中
京
国
文
学
』

第

一
四
号
　
平
成
七
年
二
月
）。

（５
）

山
岸
徳
平
氏

（「校
註
国
歌
大
系
』
「古
今
和
歌
六
帖
」
解
題
　
昭
和
四
年

一
月
）

「東
撰
六
帖
は
六
帖
と
称
し
て
も
、
上
述
の
六
帖

（稿
者
注
…
新
撲
六
帖

。
現
存
六

帖
を
示
す
）
と
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
内
容
を
四
季
恋
雑
に
部
類
し
て
、
立
春
、
早

春
、
霞
等
の
題
に
従
つ
て
歌
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
」
な
ど
。

（６
）

前
掲
注
（４
）佐
藤
恒
雄
氏
諭
稿
。

（７
）
　

「堀
河
百
首
』
の
冬
部
の
最
後
の
二
題
は
異
同
が
あ
り
、
「炉
火
」
「除
夜
」
と
す

る
諸
本
も
あ
る
が
、
「埋
火
」
と
す
る
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
青
籍
書
屋
本
墓
心
加

須
賀
文
庫
蔵
本
、
「歳
暮
」
と
す
る
神
宮
文
庫
蔵
御
巫
家
本
な
ど
に
よ
っ
た
。

（８
）

橋
本
不
美
男
氏

・
滝
沢
貞
夫
氏

『校
本

堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
と
そ
の
研
究
本
文

研
究
篇
』
（笠
間
書
院
　
昭
和
五

一
年
二
月
）。

（９
）

た
だ
し
、
「新
古
今
集
」
で
は
巻
頭
か
ら

「立
春
」
「若
菜
」
「子
日
」
の
順
に
配
列

し
、
「霞
」
を

「鴬
」
「早
蕨
」
な
ど
の
後
に
配
列
す
る
。

（１０
）

「拾
遺
集
」
で
は
、
「若
菜
」
と

「子
日
」
と
の
間
に

「春
野
」
の
一
首
を
は
さ
み
、

「後
拾
遺
集
」
『詞
花
集
」
「新
古
今
集
し
『続
古
今
集
」
な
ど
で
は
、
「若
菜
」
と

「子

日
」
と
を
続
け
て
配
列
す
る
。

（ｎ
）

蒲
原
義
明
氏

「堀
河
百
首
題
の
事
受
と
変
質
―
―
特
に
十
三
代
集
期
の
応
制
百
首

を
中
心
に
―
―
」
η
王
朝
文
学
　
資
料
と
論
考
』
笠
間
書
院
　
平
成
四
年
八
月
）、
深

津
睦
夫
氏

「組
題
の
世
界
―
―
新
古
今
以
後
を
中
心
に
―
―
」
η
論
集

〈題
〉
の
和

歌
空
間
』
笠
間
書
院
　
平
成
四
年

一
一
月
）。

（‐２
）

前
掲
注
（ｎ
≧
硼
稿
。

（‐３
）

松
野
陽

一
氏

「組
題
構
成
意
識
の
確
立
と
継
承
―
―
白
河
院
期
か
ら
崇
徳
院
期
へ

―
―
」
禽
文
学
豊
四学
」
第
七
〇
号
　
昭
和
四
九
年

一
月
）。
佐
藤
明
浩
氏

「題
の
拡

充
と
題
詠
の
深
化
―
―
恋
題
を
中
心
に
院
政
期
か
ら
新
古
今
前
後
ま
で
―
―
」
∩
論

集
　
〈題
〉
の
和
歌
空
間
」
笠
間
書
院
　
平
成
四
年

一
一
月
）。

（‐４
）
　

『八
雲
御
抄
」
と
比
較
し
た
場
合
、
『東
撰
和
歌
六
帖
」
の
雑
題
七
〇
題
の
う
ち
、

五
〇
題
が
技
葉
部
の
項
目
と

一
致
す
る
。

（付
記
）
本
稿
に
お
け
る
和
歌
本
文

・
歌
番
号
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な

い
限
り

『新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
た
。

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


